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「てんばごん」 10月末の上山佐人口＝ ３４９人（対前月比： ±０人、対前年同月比 △１７人）  

    思わぬ名工の作品に触れビックリ！ 

 11月1日から3日間、旧上山佐小学校校舎で「上山佐秋の作品展示会」を開催しました。コロ

ナ禍で恒例の文化祭が中止になったため、平素の

創作活動の発表の場としての企画で、3日間で

100人以上の方に来場いただきました。 

 これまでの文化祭でも作品展示コーナーを設置

していますが、今回はこれまでの文化祭では出展

されていない方々の作品、珍品など（例えば「自

作の仏像や跳び箱」「大蛇の抜け殻」等々）を多

く出展していただき、来場された方からは「○○

さんはこんな特技を持っておられたのか！」など

と、驚きの声もあがっていました。また会場が旧

上山

佐小学校校舎だったため「久しぶりになつかしい校

舎に入ることができて嬉しかった。」とか「玄関に

昔の木造校舎の写真が飾ってあり、懐かしく思って

見た。」など、感慨深げに話しておられる方もい

らっしゃいました。 

 来年度以降、通常の文化祭での作品展示も今回の

催しを参考に、気軽に誰でも、そして何でも出展い

ただけるような形にしていきたいと思っています。

地域の皆さん、今のうちから創作活動や収集作業に

励んでいただきますよう、お願いいたします。 

 主人公の竈門炭治郎が修行で岩
を斬るシーンがあるアニメ「鬼滅
の刃」にあやかり、天馬山の大割
れ石（天馬岩）もブームになりつ
つあります。ＴＳＫでテレビ放映
されたのに続き、山陰中央新報の
取材もありました（掲載期日未
定）。この機に乗じて上山佐の知
名度がアップすることを期待して
います。また、それにあやかるだ
けでなく、攻めの姿勢でこの地域
をピーアールしていくこと、そし
て新たな産業おこしなども模索し
ていきたいものです。 

    久しぶりのお出かけでワクワク 

 10月28日、ミニデイサービス「ニコニコサロン」は総勢15人で

大山方面に出かけまし

た。コロナウイルスの影

響でなかなか外に出かけ

ることができませんでし

たが、今回久しぶりの遠

出にワクワク気分の皆さ

ん。まず農産物などが販

売されている「淀江どん

ぐり村」で買い物を楽し

んだ後、色づき始めた紅

葉を車で眺めながら大山

の「ホテル大山しろがね」に到着、美味しい昼食をいただきのんびり

と過ごしてもらいました。その後「お菓子の寿城」で休憩とおみやげ

購入。「コロナでなかなか外出できなかったが、今日は久しぶりに出

かけで、バスの中や昼食

の時に皆とおしゃべりが

できて本当に楽しかっ

た。」と話しておられた

参加者もありました。 

 ニコニコサロンでは、

会員やボランティアの方

を随時受け付けていま

す。申し込みや問い合わ

せは交流センターまでお

願いします。 

上山佐をみんなで 
元気にしていこう！ 
新型コロナに 
気をつけてね！ 

 

    炭治郎に変身してみませんか？ 

 これも先月発行号でお知らせしましたが、「ＪＡからの表彰の副賞

の一部を地域に還元したい。」という趣旨でYamasa Clubから「鬼

滅の刃」主人公の炭治郎のコスプレ衣装を寄贈いただきました。衣装

は交流センター玄関

に展示して、希望さ

れる方にはコミュニ

ティ再生会議の事業

として１着100円で

貸し出しています。

大人用と子ども用が

あり、平日の午前9

時から午後3時30分

まで受け付けていま

す。既に鳥取県琴浦

町や山口県美祢市な

ど遠方からもおいでになり、天馬山の割れ石をバックに写真撮影され

ました。地域の皆さんも、自らコスプレすることはもちろんのこと、

鬼滅の刃ファンの方に広くピーアールしていただきたいと思います。 

   「山奥のたのしい課外授業」地域貢献でＪＡから表彰 

 先月発行号で、Yamasa Clubが毎年開催している「山奥のたのしい課外授業」で、ＪＡ島根

から「令和2年度地域貢献・地域活性化団体活動表彰」を受けることが決まったとお伝えしまし

たが、11月13日に松江市のホテル白鳥でその表彰式

があり、代表の岡田秀明さんがＪＡ島根の石川組合長

から表彰状を受け取りました。 

 Yamasa Clubからは、次のようなコメントをいた

だきました。「受賞できたのはこのイベントに参加い

ただいた皆様、出店者や出演者の皆様、応援してくだ

さる地域の皆様、会場のキャンプ場を提供いただいて

いる山佐ダム体験交流施設管理組合様、そしてこのイ

ベントに関係したすべての方々のおかげです。本当に

ありがとうございました。」 

  今後ともこのイベントに限らず、他の色々な活動に

より地域を盛り上げていただきたいと願っています。 


